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                           材軸方向 

             への圧縮力が大きいほど座屈しやすくな 

 るため，柱の太さの最低限度などが，規定されている。 
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に示す。 
1

3
 

 ≦ 43.3 

以下の式に柱の小径の値を代入し，横架材の相互間の垂直距離を求めた。 
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ぎまたはねじで下地に緊

結する。棟部では，下地

に緊結した金物に心材を

取り付け，冠瓦（かんむ

りがわら）をねじで当該

心材に緊結する。平部で

は，桟瓦（さんがわら）

をくぎまたはねじで下地

に緊結する。 

することが望ましい。 

より梁せいが   になる

と，その部分の曲げ強度

は 

まで低下する。 

3

4 
×

3

4 
=  

9

16 
= 56 %   

3
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番号 8 
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番号 1 
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壁，柱，小屋組，土台，斜   

材（筋かい，方づえ，火  

打材など)，床版，屋根版 

または横架材（梁，桁な  

ど）で，建築物の自重・  

積載荷重，積雪荷重，風  

圧，土圧・水圧または地  

震の震動を支えるものを  

いう。 

杭， 

う。防腐措置はおもに， 

薬剤を塗布するが，防腐 

合板や防腐木材などを使

用することも可能である。 

 

 節などは該当しない。 

節や腐れ，繊維の傾斜，丸身などによる耐力上の 

欠 


